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●工 業

管内の工業は、水産業・酪農業が盛んである
ことを背景に食料品製造業が主体となっており、
その出荷額は全製造業出荷額の約9割を占めてい
ます。
水産食料品製造業のウエイトが高くなってお

り、その加工形態は、塩蔵・冷凍等が主体です
が、高次加工による付加価値向上への取組も進
められています。

工業の概要

（令和3年経済センサス－活動調査）

市町別製造品出荷額

（令和3年経済センサス－活動調査）

出荷額
170,134
百万円

根室市
47,940百万円
（28.2%）

別海町
82,264百万円
（48.4%）

中標津町
17,612百万円
（10.4%）

標津町
7,473百万円
（4.4%）

羅臼町
14,845百万円
（8.7%）

管内(A) 全道(B)
対比
(A)/(B)

事業所数 155 5,071 3.1%
従業員数
（人） 3,544 161,988 2.2%

製造品出荷額
（百万円） 170,134 5,520,753 3.1%

業種別製造品出荷額

出荷額
170,134
百万円

食料品製造業
150,430百万円
（88.4%）

その他
1,942百万円
（1.1%）

プラスチック製品製造業1,240百万円
（0.7%）

木材・木製品製造業
（家具を除く）
2,410百万円
（1.4%）

（令和3年経済センサス－活動調査）

（根室振興局調べ）

管内の乳業工場

明治 西春別工場
主な取扱内容：粉乳、バター、

クリーム、濃縮乳

森永 別海工場
主な取扱内容：チーズ、脱脂粉乳

雪印メグミルク 別海工場
主な取扱内容：バター、粉乳、脱脂濃縮乳

雪印メグミルク 中標津工場
主な取扱内容：チーズ

飲料・たばこ・
飼料製造行
8,961百万円
（5.3%）

印刷・同関連業
717百万円（0.4%）

窯 業・土石製品製造業3,081百万円
1.8%）

輸送用機械器具製造業
1,353百万円（0.8%）
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●商 業

管内の商業は、根室市と中標津町が商業集積
圏を形成していますが、大規模小売店の立地に
より、中心市街地からの消費流出や空洞化が懸
念されています。
このため、商工団体を中心に、地元消費の促

進を図るため、地元商店街でのポイントカード
事業の実施や中心市街地活性化に向けた各種イ
ベントの開催などの取組が行われています。

商業の概要

業種別年間販売額

販売額
192,978
百万円

卸売業
67,131百万円
（34.8%）

飲食料品小売業
34,978百万円
（18.1%）

機械器具小売業
12,618百万円
（6.5%）

その他小売業
78,248百万円
（40.5%）

市町村別年間販売額

販売額
192,978
百万円

根室市
59,985百万円
（31.1%）

別海町
33,079百万円
（17.1%）

中標津町
87,434百万円
（45.3%）

標津町
5,849百万円（3.0%）

羅臼町
6,631百万円（3.4%）

（令和３経済センサス－活動調査） （令和３年経済センサス－活動調査）

管内(A) 全道(B)
対比
(A)/(B)

事業所数 849 43,085 2.0%

従業員数
（人）

5,698 380,732 1.5%

年間販売額
（百万円）

192,978 17,131,282 1.1%

（令和３年経済センサス－活動調査）

（卸売業＋小売業）

かにたっぷりかにしゅうまい（根室市 (株)マルダイ水産）

北海道産の紅ズワイを自社工場
で、丁寧にむき身にしてそれを
オリジナルの味付けしたもの。
すり身に使用されているスケソ
ウダラも北海道産のものを厳選
して使用。

同社とふれあい加工センターが
共同でスモークサーモンを開発。
肉質の色合いが良く、生臭みが
低減された鮭を食塩だけで味付
けし、桜のチップでスモーク。

船上一本〆スモークサーモン（標津町（株）マ印神内商店）

チーズブルトンヌ（中標津町(株)万両屋） ホロ酔い 縞恵美（標津町コスモス）

原料はすべて北海道産。中標
津ゴーダチーズのほか、バ
ター、生クリーム等の乳製品
がふんだんに使われ、濃厚な
味を出している。

根室海峡産の特産である北海シ
マエビを生きたまま、羅臼昆布
だしの醤油と紹興酒を合わせた
タレに１週間漬け込んだ贅沢な
一品。化粧箱入り。

管内の地域資源を活用した高次加工による付加価値向上への主な取組
（北のハイグレード食品Ｓ・平成２９年度、令和５年度管内選定分）

※北のハイグレード食品Ｓ：道産食品の発掘・磨き上げを行うとともに、訴求力のある商品をリーダー群として束ねて押しだし
（情報発信、販売促進）・育成することにより、北海道のブランドの効果的な発信を行い、それを
もって北海道の食産業の活性化を図ります。


